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西部太平洋熱帯水域の漂流物に伴う魚類
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海の表pdnこは,沫れ音･汲木をはじめ多くの漂流物があり,

そのFS辺lこ特典の魚類辞典体が形成される｡りこのことを利

用して,カツオ一本釣り漁瓜やマグ⊂1旋網船は流水を指揮に

魚群探窯を行う｡さらにフィリピンのバヤオ.EI本のシイラ

溌けのJ:うL:,海面に技を係留するなどして浮き魚を誘引し

て漁獲することが古くから多くの国で行われている｡

El本沿#にはホンダワラ類を主体とする沈れiEが多く,千

れに托伴するプ))の樵最 (モジャコ)を採捕してのプIJ兼兼

が1957年以件魚津に発展したこともあって.沈れ許に伴う魚

類の生態学的な研究が活発に行われて重た,uIしかし.無骨
水域にあっては,東部太平洋中米沖一)と西部大西洋フロl)タ

沖別でこそ計i的な採集に基づく稚魚があるものの,西井太

平洋の#bE物にdL伴する魚類についてはBcsedncv.)がqf中

に (揺井具すら巴さすに)報じているのみである｡●'

長崎大学水産学部の概洋丸(1.044GT)は,米国式マグロ旋

a4を裟淋し.1975年の建造以来.句年酋蕗太平洋の赤道反流

域で漁兼実習を75;っている.1988-1990年の実習航海ではマ

グロ棚 の操業に加えて,小型の旋嗣 (モジャコ網)による

#洗物lこ伴う魚類の採集を行った｡手書られた魚社,発ヂf段階,

食性などについて報告する.

材料と方法

I)Vl王St蛾とI王特XI 西妬太平洋の熱帯水域で周辺各

国の珪折水域外の公海は,ニューギニア島の北方,ほぼ北JB

2-41.東経1351151'の葡園で東西に延びる海域である｡殆ど

の採集はこの年囲内で行われ 中でb西寄りの水域L:集中し

ていた (Flg1)｡

JZE海Jiには各種の#旋物がみられるが.1m以上の大き

さを有する沈れ物の80%以上を占めるのは武本で,根の付い

た竹やヤシの木がこru:次ぎ.決れStは纏めて少ない.,I)この

ことが本研究の採兼にも反映されている｡

全般的なカリキ1ラムの番台L:より.この海域への航海は

毎年7-12月の間の3航海に取られており,従って漂JEを行
ったのt)これらの月のみで.周年にわたる資料は得られてい

rALh1

2)凍暮方法 本報告の主体をなすのは小型の旋網 (以下

モジャコ網と呼ぶ)による採集蔽架であるが,漂流物に随伴

+1 沖見原水産拭倹鳩,糸i#市酉l押目 TEl

+2 鹿児島県El牡郡吹上町中原
+3 FedoryakoT)はソt:'ェトの粥基船が1955-1983年に太平洋,インド洋および大西洋でおこなった348回の河流物採兆に基
づいて,書流物のタイプ別および沿岸と沖合の間で魚類相を比較して投じたが.チ-タは上記の3大洋を込みにして与
えられている｡
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する角好i相の全休蝕を把捉するために.マグロ旋網.たも網

および稚魚網による探塊結果も補助的に用いた｡

2-I)モジャコ網 漁只は元来漁業者が凍殖用凍鞘とし

てプリ稚魚 (モジャコ)を採捕するのに用いる旋網で,浮子

方の長さ35m,丈75m,目合 lonである｡日lflの杭先Irlに適

当な漂流物を発見すると,母船 (屯拝丸)から降ろした全長

6mのポートによって操船を行った｡涛流物を中心として半

径的STllで円を描きfJLがら船尾より投網して舟郡を取り開

み,その後,環を巻きしめて魚類と漂流物をポ-ト内に中り

込んだB

このプf法による採集は1988-1990年に合計18回行われた｡

漂流物の脚 別には.流木14軌 派れ渓2臥 竹とヤシの*

各日司で,大きさは起き1.5-7mの範囲であった｡このうち

沈木8本,WLれ凍1枚.ヤソの木については,それらの上にみ

られる固着および付着動物の櫛類を記録した｡

2-2)マグロ旋網 用いた旋網は,浮子方の長さ1,320m.

丈180m,日合10印1である｡E3中の航走中に沸洗物を発見する

と周囲をlElり,免許探知横によりかソオ.マグロ類の群れの

状況を羽べた｡見込みのある漂派物にはラジオブイを付けて

そのまま放放した｡塑鯛Erの出前30分から撫菜を開始し.iF

洗物を中心に半径約250mの円に沿って投網した｡投網を開始

してから,通常の手k'eさに従っての操業が終了するまでに要

した時間は,平均して約5時間であった｡

本報告に含める目的で,かソオ･マグロ耕以外の混碓魚種

についても漁孝吉己鍵などをとったのは1989年と1990年の2ヶ

年における12回の操業である｡利用した漂流物は流木】0臥

ヤシの木2回で,大きさは災さ3-35mの範囲であった｡

2-3)たも網 長さ6mの柄をつけ1.:砥径35印1.日合1恥

のものを使用し,夜間漂泊中に,稔弾丸の船尾から海面に水

中灯を降ろし,ほぼ2時rulにわたり,群探してくる木の小枝,

ヤシの突,羽毛などをすくい上げた｡この凍射 よ,1989年と

1990年に合計4地点において行った｡他に昼間の漂泊時に1

地点で採集した｡?くい上げた漂流物の款は絶刑110ケを超え

たが,魚類が採集されたのはそのうちIlケに過ぎなかった｡

2-4)肺魚嗣 採架には口径13m.沈退部伽長45m,コ

ツドエンドのEl合033nJlの-/IL,チネットをFHいrJ｡Ej没後30

分以上経過した夜rHlに,2ノyト,20分間の表層水平曳きを

おこなった｡

この報告では1990年における18曳網の結果のうち漂流物

に伴う魚塩に脚するもののみを使用した｡

3)棟本の処理 楳iAした魚類 (ただし稚魚肘によるもの

は除く)は船上で健をZt定し.尾叉艮 (一部のfr暮櫛では全滋)

を,マグロ旋術の標本はcrn,他の原本はnJnの単位で洲足した｡

樵魚網による採火物は5%海水ホルマリンで固定し.翌El推

租を選別して90%ェタノールに移して保存し,後日英検室に

おいて嶺の蕉kJと全長の測定 (0lmL8位)を行った｡

モジャコ網による億本を用いて胃内容物を調べた｡撫発振

に各級GEより体長聴聞をカバーするように5個体前後を選ん
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でYJ内容物を取り出L-5%海水ホJL,マリンで陶足して実ti

室に持ち滞り,分qrした｡甘内容物K:みられた魚類は透明染

色8本を作成して可能な取り環の段階まで准定LT=.他の餌

生物についてはEIの段FBまでしか査定できぬ場合が多かっ

た｡

Jt黒と考女

I)出現魚■と大きさ

I-日 モジャコ粥に上る括梁 18個の示洗物の下から壬宰

gEできた魚類は.Table1lこ示す14科2娼 3.946魚体であっ

た.うち7ij科の8横.イスズミ科とカワハギ科の各24を
除くllgtはそれぞれ別の斜の魚である｡出現相 の高いのは

ツムプリ･ギンガメアリ･7ミモンガラ･テンジタイサキ･

オヤビ･/チヤ丁,個体救L:おいてもこれら54で全体の名2%

を占めた｡個々の群れ物から特られT:魚叔lJ.胡政において

5-16,個体故において67-893と変動したが.これらの故と環

流物の大きさとの間には耕群な関係はなかった｡ただし幹だ

けの状蜂で漂流する沢木に比べ,薬やtRまでついたヤシの木

にはより多くの確が伴う似riLがみられ.幼推瓜は立体的な枕

連をもつ漂流物にJり長く魅かれるtEI向にあるL'Iことは確

かであった｡

採炎のrTわれた月および年によって.tl占F位に変掛 まあ

ったものの,上記の5&bf帝に上位にあった｡これらのうちギ

ンガメアリは7月の30%から11月の6%と全Ql拝取に占める

湘合を減じ.テン･)クイサキは迎k:7月の7%から11月の26

%にふえた｡他の魚雀については搬 戊に占める羽合の変動

に一妃の傾向は兄いだLがたかった｡

多くの瓜感がどの煉mの漂沫物にも共通してみられたが.

ハナオコゼ･ミゾレブダイ･ハタタテギンポ属は流れ諒から

のみ得られた｡これらのA種は流れ許の枝のrLnに入り込んで

生ijiするのが認められた｡

縛られた各魚群の尾叉殺/全長唯BEZはTableH=配し,倭

占54については操典月別の尾又長軸皮をF】g2に示した.

軌&毎L=.それぞれの成魚の書道の大きさ (FISCkr ard
WhLteheadL'',FISChereLaZ川.益u7ら■ZI)の10%以下のb
のそ幼稚魚.10-60%のt)のを未成魚,60%以上のものを成魚

と見なすと.御られl.:iF本の大草分は兼成魚に分類される｡

メアリ･マツダイ･ミカツキツバメウオ･ミゾt/ブダイ･ス

ジハナビラウオ･7ミモンガラの7唖では成魚まで含めて鎌果

されたが.各免概の全個件数巾に占める成魚の糾合は低い｡

マツダイおよびミL/L,ブダイでは発達した生敷勝をもつ個体

も究められた｡他JJ-.ハナオコゼは終られたbの全てが幼稚

瓜であった｡また,ツムプリ･イスズミ･テンジタイサキ･

オヤビ･/チャにおいてt)幼維魚が含まれたが,それらはおB

tlb各魚確の全個体故の2%以下であった.
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摩占54の月別尾叉長PI虎をみると.ツムプリとテン.}タ
イサキにおいては月K:上る薫が小さいのL:対して.ギンガメ

7ジ･オヤピッチ十･7ミモンガラでは手筋の逓むにつれて.

大きい個体の占める割合がふえている｡

なおTab)elに掲げた魚類のうち,クサヤモロ･ナンヨウ

カイワリ.クE7ヒラアジ･t.メ7エタイの4坊については.

粛洗物に伴うことは今までにどこからも報告されていない.

I-2)17グt)旋粥に上る抵果 iF旋物を利用しての12回の

操業でiAgEされた魚類とそれらの大きさをTable2に示す.
アジ科とサ/<科名6群を含む13科26拝のうちモジャコ約との

共通鍵は13甘のみであった.
マグロ旋粥の漁凍物の立件はカツオ･マグロなどサバ科の

魚であり,上聡の操典での耗漁獲掛 土500トンで,個体数に

するとT5万尾操鯉であった｡機業に先立つ魚群探知横での探

兼によると.漂流物下の魚群の一般的な遊泳僧は,カツオ301

50m,辛-タ50-70m.メ/(チ70-100mである｡サバ料魚類が
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whLdlK JN,Lq7nLSaCCOIJntedtoraboutSo光andTol血cuTeSforabout60%

+2 NTllnberofflotsampLeCCSWlthwhlChtherlSl洗tlVeLLShWasobtalned

モジャコ粥で採集されぬのは,かれらの逝泳力 (逮避能力)

がBEれていることにbよろうが,それ以上にかれらがモジャ

コPIでは撰集できぬ疾さを逝泳していることによる.,マグロ

旋柵では全i*兼で漁凄されたタロT･ガリサメがモジャコ網で

は籍にしか終られなかったのも同じ7ITFに上るものと思われ

る●

モジャコl!でのtF占横であるアミモンガラuマグロ長月で

I)多赦池井されており,2つの漁法にJ:る漁孝物の尾又長輩

曲はjkなっている｡しかし,尾叉長11戚 (Flg3)を比較する

と.後者L=上るものが大きく.モードにおいて約10mの差が

ある.,本棟は成長につれて遊泳Fyが砕くなり,他方,小さな

個件の多くはマグロ旋網の網目を抜けるのであろう｡

ツムプリにおいでは両漁法で枯られたbのの魚体の差が棲

めて大きく,モジャコ粥によるt)ののほとんど全てが尾叉長

loo-250mであったのに対し.マグロ旋網によるものは300-

800Bであった (Table51,2.F】g3)｡木鹿はアミモンガラ

より体箱が低く,嗣糸にからみやすい背片瀬tlない｡それだ

けに,小さな個体は容易にマグロ旋網の約日を抜け紺J:う｡

他九 成長したものは遊泳力を対すとともに.遊泳帝も汗く

なり.小さなモジ十コ網では漁&されなかったものと考えら

れる｡潔集政は少ないが,ヒL,ナガカンパチやクサヤモロに

も同様の仰向がうかがえる.

マツダイとウスJtハギとは成魚L:なっても海の表層にとど

まり.fTTht)朗 であるため,両漁法で同じ上うL:とれてい

ら.しかし.シイラは遜泳力が強すぎて小さなモジャコ粥で

は漁ilされない｡

ギンガメアジに関しては,上髭のJA合と甲仲を異にする｡

本&はモジャコnIの漁獲物では個体故で1位を占めたに関わ

らず.マグE3旋朋では俵か1個件しか得られなかった｡ほとん

どの個体は尾叉長180m以下であり(FIG2),マグロ旋網の網

Elを抜け紹ぬ大きさになるまでに淋挽物を雌れて自由滋泳の

生活に移るのであろう｡これほど新著ではないが.テンy'タ

イサキやイスズミにおいても類似の傾向が認められる｡

オヤピッチャとスijハナビラ･'}才がモジャコ網でのみ多救

採兆されたのは,元来これらが小型の魚唖であることによろ

う｡
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その他の,lr･蛾については,出現頻度と撰集個体教が少ない 中の脈か らiT洗物 をた b網です くって楳JR したlrL舶k

ので.これ以上触れない｡ TabEe3に示すH科16種であった｡

1-3)たも網による箭先 主に夜間.5地点において讃泊 トビウオ科が6種を占めるが.これらはいずれもモジャ=
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嗣漁獲物には含まれていない｡本調査海域においては,昼間

の航在中,海面から飛びTL.'して飛湖するトビウオをしばしば

観廉できるし.夜間の漂泊中には作業flや集魚fTで照らしだ

された髄田に浮きただよっている多数の稚魚が窄められる｡

衆に示した トビウオ類は頼極杓に漂流物にBfL伴していたの

か,それとも偶然の使会に漂流物とともに採兆されたのか判

断しかねる｡同時に,モジャコ網で トビウオ澱が採災されな

かったのは.そこにいたトビr'/オ類が網目を抜けるか浮子鯛

の上を飛んで逃げたかしたためである可能性も否定できな

い｡

モジャコ網での僅占郡であるツムプリ･テンジクイサキ･

オヤビyチャ･アミモンガラなどが採果されたが,出現頻度

は葱外に低く,個体数も少ないDまたオヤピッチャを除き,

モジャコ網漁獲物に比べいずれも′トさい個体である(Tables1,

3.Flg3)｡この大きさでは浮流物に伴う性質はまだそれほど

鉄くないのではなかろうか｡

興味深いのはギンガメアジがTt.I)網では全く採災されなか

ったことである.この種においては漂流物に伴う性質は尾叉

良60m前後から現れ.そのときにはすでにたも網では採集で

きぬほどの遊泳力をもっているのだと考えられる.

1-4)稚魚網による結果 稚魚網による18回の夜間表層

水平曳きにより縛られた仔経机のうち,モジャコ網の漁獲物

と共通のものはTable4に示した7都であった｡稚魚網の曳

択中に偶釈小さな漂流物が入網することもあり.兼に掲げた

ちのの-部はそのような横会に採兆された可能性もある｡し

かし,多くのもので,漂流物から得られた個体に比べて小型

のものが多く,これらは滞WL物に伴う性質が発現する-rllJの個

体であると考えられる.

Tab】e4にはタイワンアイノコをも加えT.:｡本棟は特に漂

流物に伴う性質を有する訳ではないが.後述のように漂流物

に伴う免税の多くにとって東雲な餌生物である｡表から,本

棟は広く調表海域に分布することが判る｡しかし,地点によ

る分布密度の蓋は大きく,各曳朋毎の採無数は10個件以下6

i札 10-100個体 7網,1011200個体3軌 ZOl個体以上2網で

あった｡

1-4)漂流物上の間者･付若動物 調べた10個の漂WL物に

みられた回着 ･付着動物をTable5に示した｡多毛煩 ･フナ

タイムシ･カルエポシ-ヨコエビ類 ･栃尾規 (カニ類)の出

現頻度が稀かった｡短尾類のLfJではイポショウジンガ二がす

べての軒洗物から発見された｡

2)食 性

2-1)調査爪碗 モジャコ網で採兆された作l郡のうち,19

樺630個体の胃内容物銅恋結果についてTable6に示す｡多く

の儲EIにおいて田に何らの食物もみられなかった標本は0ま

たはl個体であった｡例外として,マツダイは調べた】8個体中

13個体 (72%),ヒレナガカンパチは21個体中5個体 (24%),

メアジは15個体中2個体(13%)が空口であった｡

2-ト l)藻食性爪横 ミゾレブダイは全個体とも藻類の

みを食していた｡今回の調査では2個の流れ蒜のうちの 1個

から稚魚から成魚までの21個体採災された｡本棟はBesed-

novmも西部太平洋の熱帯水域の流れ-#Lの下から得ている｡知

られている限りでは流れ藻に伴う唯一の-/ダイ科の魚であ

る｡本題の成魚は】転謀のなかに生活することが報告されてい

る｡L…)しかし沖縄海域では10rw)以上の個体の主生.母機はホ

ンダワラ煩の流れigLであり,25mmSL以上では完全な許食性

に変わるとのことである.●このようなことから.本棟は外群

の流れ許の中でも正常な生活を挽けることができるものと考

えられる｡

ハタタテギンポ燐とオヤビンチャの少数の個体の田からも

海謀片が兄いだされた｡これらは間者動物を摂る際に一緒に

飲み込まれたものであろう｡アミモンガラ･スジハナビラrL/

オ ･クロトガl)ザメの田から小水Fiが発見されたが.これら

も他の餌生物を摂取する折りに偶然摂られたものと考えられ

る｡以弧 マグロ旋網操業中多数のアミモンガラが,網の中

Table4 FIShesknowl1tOaCCOmE)anyflotsaTTlandco日eetedwlthaFISHlaTIVanet,130cmln
dlameterand450cmlnLengthwllhO33mmmesh,mJulytoNovember,1990 The
coilcct10nSWerernadcat18sLatlOnSbymght AteachstaL10n.thenelWasttハVed
alongthesurfaceoltheseaalCa2k【sf｡r20mmutesA】1Chovy,a)thoughltdoesT10t
accompaTlyflotsam,LSalsoaddedatthebottomofthetab)e,becausethlSflShwas

mostfrequentlyconsumedbyI))SClVOrOuSi)otsamflshcs

specleS C?nmJmao,nanneaSe Snccuer･- I:霊 eu,…】 芋,aLnFmemo)i

lllStrZOhJslrlO

E細 め blJ)]〃111L/aLd
LoboLes5〟rlnameIはtS

Ab〟dePtL/仰1gTelLSLS

F5eMeS qanOf,hTyS
G7nthTde〃nJsTluLC7i/LtfELS

A/TLIerzLSmOJZOCerOS

Stolephoyusbuccaneen

ハナオコゼ

ツムプリ

マツダイ

オヤピッチャ

スジハナビラウオ

アミモンガラ

ウスバハギ

タイワンアイノコイワシ

】 1 215
1 3 144-18

1 1 59

2 2 158.17

3 19 99-46

7 18 38-19

1 1 1062

18 1474 34-14

* 太凹 格 ｢流れ蔀に付随するミゾL/ブダイLゆloscarus叩tgl鵬 の生態に関する研究｣,琉灘大学海洋学札 平成7年度卒論b
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T&hLe5.S貼S11eardattachedanlrnals†otJrdon10Elotsarn plel:eS⊂01Ⅰ∝:tedlnJulyand

SeptcmberoE19朗to1990 ThefloLSanCOrLS】Stedot8pleCeSOfTogs,andl
eachofapalmtreewlthrootanddrlILlngSeaweed

Commonname a :CUrTeneelon
lnJapanese logs palmlree Seaweed

Hydrozoa ヒドロ虫類

rlydroldasT) ヒドロイド顔

Arltho10a サンゴ虫類

Actlrtlar]aSP イソギンチャク頗

Polychaeta 多毛塀

AnlphlnOmOrPhaspp クミケムシ_Q頒

NerelmOrPhasp ゴカイ製耕

GasLrOIXda 腹圧蒲

MurlCldaesp アクキガイ斜

Mltndaesp 7デガイ科

PhyHtTOIdaesp コノハウミrJJシ科

BIValvla 二枚貝類

My一1】ldaesF) イガイ科

Ptcrldaesp rJJダイスガイ科

Oslereldaesp イタポガキ何

Te71dowL岨JLS フナタイムシ

CrtJStaCea 甲鼓月

L* onSenlcn カルエポシ

1sopdasp 等却BI

Garn-1はTIdeasl) ヨコエビ類

MaCruraspp 長尾薪

Sq/血sm La ノゴギrJガザミ

Portunldaesp ワタリガニ科

PzzcわgJtゆsZLSlrJJn〟/LLS ヒメイワガニ

Vq77川OIllLenLa オオヒライソガニ

PILqZLSWdゆ nsso イポショウジンガ二

Grapsldacsp イワガ二村

で粕小作禁中の乗如月の作業服を盛んにかじる梯子を祝祭し

た｡

2-i-2)同着 ･付石h物食瓜E ハタタテギンポ早とハ
ナオコゼはヒドロイド原を娘申して撫っていた｡EE本近海の

溌LlgEに住むハナオコゼは.全長201前後ではW･逝性のかい

脚Btや只形類を食し,成長につれて等脚穎･鵜脚類へと内生

物を変え,40一 ぐらいになると魚女性へと厄換する｡■S.川〉今回
採集されたような小塵個体の日本での出現は稀である｡

カルエポシが5i(の魚k:g!られていたが.ヒメコトヒ千と
オヤピッナナ以外では腐食加 は低い.また.従来知られて

いることと比べ.ヨコエビ薪の妓女例が極めて少ないのが目

立った.

漂班物の上からは6旬の短尾部 (カニ類)b巧己鎖され.その

半政は60%以上の出現準であった (Tables).しかしその中

で血潮に捕食されていたのはイポショウリンガこのみで,し

かbマツダイのみL:食べられていた｡このことは,庶流物上

でのこのカニの生活様式に,他のカニ塀のそれと何らかの蓋

があることを示すのであろうか｡

21113)水衰動物食魚類 外洋性成虫であるウミ7メン
ポ頑が5GE柳の魚に3:って捕食されていた｡それらの魚類の

ru)には分類学的にも,形態的にもほとんど邦適する点は汲め

がたい.もっともよくウミ7メンポを摂っていたのはギンガ

メ75)で,72%の悟体が良していたK:tl関わらず,他の7ジ

科魚類の中でこの昆虫を食べていたのは性かlこl佃体のツム

プI)のみであった｡また,31%のテン57タイサキが本棟そ扱

っていたのk:,同年のイスズミの胃からは全く発見されLJか

った.捕itされていたウミアメンボの66%はツヤクミアメン

ボJIoLobdSIes TnlLDnS.他はセンタウミアメンボfl ger-

mG〝uSであった｡(詳しくは既報r'))

他の水葬h物としてはギンカクラゲが7ミモンガラとギン

ガメアジの冊にみられた｡いずれt)出現雛 は少なく.向斜

としてのZE要tiは鑑いのであろう｡

2-1-4)プランクトン食魚類 多くの魚類にとってプラ

ンクトンは何科として韮要な位社を占めている｡

特に叩棚 プランクトンがよく食べられており,なかでt)

かい脚頚と端脚類はTablc6に軸げた魚層のうち.オヤピッ

チャからヒレナガカンパチまでの14横すべての胃にみられ

た｡

軟件軌物井足頬も多くのだl燕に食べられていたが.なかで

bミカヅキツバメウオはすべての個体が撲っており,この魚
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A:とっての圭Aであった｡その他,7ミモンガラ･ヒメコト

ヒキ.イスズミ･テンジタイサキなどb75%以上の佃休が本

&そ食べていた｡

ヤムシ科および多毛類がプランクトン食魚類の半数の凍に

より捕食されていた｡特に2嶺のイスズミ属魚類にとっては

無視できぬ併科であると思われた｡

ヒトツクラゲ科およびフタックラグ科を主とするタブクラ

ゲ月も多くの魚腰のYl内にみられ,特にイスズミでは85%の

佃件が舞っていた.しかし,これらのクラゲにどれほどの併

科Bやがあるか菓わしい,

伽科としてのプランクトンの中で虫要なグルーブとして魚

類プランクトン1Chthyoplanktonを見逃すことはできない｡

10且の魚類の宵から魚卵が兄いだされたが,これらはすべて

分■浮遊卯で,■払tiの トビウオ卵はみられなかっ1L:｡稚魚

は1ほ の魚類から簸られていた.これらの魚点にBいては,

同一のiF洗物の下から採JEされたもののすべてが多政の稚魚

を女ぺていることと,どの魚書もほとんど稚魚を群っていな

いこととがあり.その変hが大きかった｡

2-I-5)弟泳血物食魚1痕 ■内容物として出覆した兼泳

#r物は魚類のみで.十脚 (イカ薮)はみられなかった｡丑

泳力が充分にある幼魚ないし成魚を摂っていたのは5朋 の

魚であるが.そのうちギンガメアジとツムプリはむしろプラ

ンクトン矧の稚魚の方を格段に多く摂っており.ヒレナガカ

ンパチとタロトガリサメは逆に幼魚ないし成魚を多く凍って

Lll=.

2-2)鼓it魚類 Table6で掲げた鵬 生物としての魚す

(プランクトンXeお1び着泳朋を合わせて)の和 はTable7

のとおりである｡タイワンアイノコを14雀のNi*者のうち10

額が食べており.何科魚帝の全個件数の中の91%までが本4

である｡輔*名の胃内にみられる本虎の大きさは主に甘草体

長12-36■皿でほぼ半数は20-2LlⅦである｡前lこ推魚粥採集の応

巣で述べたように,本4の稚魚は訊五･海域全般に広 く分布し

てはいるが.その分布は/(I/ナ状で屯所L:上りiA決が敢しい.

2-1-4)i:記した個々のir洗物L:上って魚類による稚魚の

捕食の程度に大きな変hがみられる#周はこのことにあると

思われる｡
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Table7 TotahumtxtrsoffLSTleSfoulldlTIStOnlaChsoFeachflotsamTIShCOL)cclcdwILhmoJakonetBlanksmean

zeroNumbersc'fspecmlenSeXamlned,lnC】usLVeOfthosewILhemptystomachareglVClM1PaTenthe託S

CLalEb】p SrlvDmacScrl】CSeX LsurKIcrrLJ(C)nTthc v̂a]PcyaCrnacAmon
(3) (65) (21) (25) (15) (85) (18) (47) (54) (57) (68) (56) (66) (26)

SIoleL)hwrLSbLI√EanCeTr 56 1734 12 222 762 227 83S

Myetophllormcsspp

Iloloccl1【T'ldaesp

EILZglIhSblJ)〟)7LILl(J/17
IkqJ)/erTLS 〃ZOCUlel/tLS

SN･krcnIlltenOL･JJLJLLZhma

CLZ7727LXSâascJuIELS
Cot)PJluenOeqtLLSelLS

CarangLdaesr)p

MuH]dacspp

1enLPoTIIJleYlLJ)S
AblIdcfdzL/ LN77gtellSIS

KlJIsLLll･DlZLLS♪e/m,!JS

Sconlbrldaesp
CettZLylEISSe7Pe〝s
Jも7JleS ¢YZ710L)hrys
NomeLdaesp
CLZnllLJderlnES71TaCLL血hLS

DlodontLdaL･Sp
UllkmoWn

NamesoEprcdaL｡ryflShcsareabbTeVlatedlnthesamewayastnTat)】e6thus
eg CFalLoTCokJIOrJI川JLl/0llI/On･11S

タイワンアイノコ以外の18線の飼料仏軒のうちで,本研究

およびi凶去において漂流物に随伴することが報告されていな

いのは/＼タカイr7シEl･イyトウダイ料およびタロタチカマ

スのみである｡な軌 ツムプ[)とギンガメアジでは大食いが

弛められた.

潔がt物に伴う血潮は共に生活するより′トさい仙類を食べな

がら.タイワンアイノコ稚魚の濃密な′(ツナに遭遇するとそ

の捕食に雅中1ると考えられる｡

-7ソダイが摂っていた魚柳はプランクトン用の経由ではな

く.すべて遊泳力のついた幼他州のbので,ギンガメアジま

で含まれていた｡優れた遊泳力をもつギンガメアジを,それ

ほど早く泳げるとは考えにくいマツダイがいかなる方法で捕

食1るの1='ろうか｡

2-3)成娘にHLう食性の変化 このことに関し.さきにハ

ナオコゼにつhて,過去の研究を引JrlしてfWLrtに触れた｡一

般的に習って.Ht美削ま仔稚魚約には小型の勤物プランクトン

を飢とし.成長lこつれてより大型の伽を摂るようになる｡Ill

食性瓜対にあっても,魚良性が発現するのはある大きさに逮

してからであって.それ以TWには各様の動物プランクトンを

B!取する｡

Ⅰ~1g 4にギンガメアジとアミモンガラについて,掲叉長階

級別の料内容物を示した｡この図からも,上述の一般原則が

明らかである｡

捲合考蕪

1)出現4と大きさ 幼稚魚を採撫するように設計された

モジi･コ網で,今回採集されfL.魚類は】4科23輔に過ぎなかっ

た｡この数は日本近海の流れ謀に伴うことが知られている55

料124櫛(他Lこ探躯はされtL:ものの流れ謀とのTLg係に疑適のあ

るもの30銭)7'Jと比べ,また南海の魚輔の多様性も-rJ臆する

と.極めて少ない｡

これは採At回数が少なかったこと.また時期的に採躯が7

-日月に限られていたことがLi(凶の一つと考えられる｡しか

し.外洋の源流物には約Fi!水域の庶流物に比べて随伴する魚

邸が少ないことが知られている｡I-'lまた今E)の採集に刊111し

ただ洗物の大部分は,流れ琵ほど幼稚魚の集JJ!しない経木')

であった｡今後より多くのデータが集棟するに伴い,ilJ.現か
株は多くなるであろうが.海況の軍師変化も小さいことから,

唖占棟はほとんどすべて今回の調一任で採縦されているものと

考えられる｡

今回の研究において.マグロ旋網の軌横の主体であるマグ

ロ.カツオ類がモジャコhlでⅠ采熊されなかったこと,および

ギンガメアジ ･テンジクイサキ･オヤビyチャなどでその逆

の庶米がみられ!.:ことは.なにごとにおいてもひとつの採北
淡では全体像を潜むことが不可能であることを示している｡

遊泳周の深い魚類や遊泳力の煉れた魚棟は丈の低い小別解な

漁具では探雑されない｡他方.大規供な漁具では,必然的に

的EZも大きくなるので.小さい魚は朗Ljを抜けて採兆されな
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いことになる｡

プリやアジ料など多くの魚類について.同一魚種の場合若

いfL51体ほど軒流物の近くL:分和し.成長するにつれ生Q.瀞が

藻くなることが知られている｡")モジャコ網とマグロ旋網の

漁顔物の比較から,モンガラカワハギやツムプl)については

鞘にこの傾向が明らかであった｡

EI本近海の漁れ諒につく時期の各瓜itの平均件長はそれぞ
れの成魚の体長の10%以下の堀合が多く,25-30%の大きさA:

なるまでl=菰九iXからJt九て次の生活町境に捗 る, zAlL"lモ

ジャコ用およびマグt)旋内の漁雄をあわせて-考えると,今回

採集され1=魚耳のうち甘木の平均尾叉長が成魚の30%以下の

I)のは.ハナオコゼ･t:L,ナガカンパチ ･ギンガメ7ジ･ヒ
メ7エディ･オヤピッチャの5胡lこiaぎLJい.日本海の隠岐島
近海の詑JttiEに伴うクリメ･メ′<ルなどは,そこから対馬硬

綻沿いに250海里上淀に当11る九州北rFに比べて出現期がほ

ぼ tケIJ違いと同時に魚体が大きく.また瀬戸内海であTLは

とっくに底快生活に移っている大きさのt)のが多い｡Z)また

東部太平洋熱帯水域において,要洗物に随伴するメアL,'やオ

ヤピッチャの体長は沿岸から沖合に向かうほど大きくなるこ

とが報併されている｡-Jこのような都mにか‖えて,今回の採娘
に利川した淋洗物の主体が流木にあったことb,柑られた爪

体が大きかった焼固と考えられる｡

沿F紬,ら沖合にかけて駈伴する仏体が大型化することは.

多くの瓜が沿岸甥 で漂洗物につき.そのまま海沈により沖合
i=運ばれながら成長していることを示すかのJ:うである｡し

かし.1Jも網や稚魚用の深紫軒梨が示すように,外洋の衷盾

L:も#洗物につく以前の大きさの稚魚が分和している｡これ

は-沖合で成長してから,#尤物に伴う生活に捗る個体もあ

ることを示している｡

さきにギンガメアジは尾叉長180td(奴,qLの大きさの55%程

皮)に漣すると白山遊泳の生活に捗るようだと述べた｡とこ

ろで,他の仕占席であるオヤピッチャにおいてb楳処された

横木の最大尾叉長は.-椴に知られていろ成仏の50%程度に

すぎない.ギンガメアジはどの遊泳力のないこの魚が.大河

の表層で滞洗物から推れて生き延びる可帳性はむしろ小さい

と考えられる｡供然の艮会に烏などにたt'り若く少数の個体

を除き.外洋の蒸発物に伴うオヤピッチ十は,いずれ大型の

捕食名のOLになる迎命にあるのではないだろうか.,

2)*ti 食性において境tlLJl純なのはホンダワラのみを

摂るミゾt/ブダイであった｡かれらにとって流れ課について

いる限り.破れ家と同時に食物も保狂されている｡しかし.

洗rt.3の分布密度の低いこのお城にあって.現在接見してい

るまれ許を良いつくしてしまっT=時.男lの洗れ課に乗り換え

る妓会は少な(,死鼓する以外にないのかt)匁】れない｡

今回の膳巣に限ればハナオコゼとハタタテギンポ属も固着

肋物のヒドロイド類を集中して食べていた｡しかし少なくと

b前者については等柳瀬や屯脚罰などb謙り,やがて魚食性

に変わることが知られている.

タロトガ[)サメは純粋の0食性で,畔らアジ料およtFサバ

料の舟を鎌倉していた｡漂流物に伴う媒占領の中で本横に食

べられていた･bのはギンガメアジのみであった｡

沼沢物上には多桃源の閏'rrイT常動物が生存するにもJ対わ

らll,瓜棟の田内等物としてのLb現したのはヒドロイドEi･

カルエポシ.ヨコエビ類およびショウリンガニのみで,捕食

していた瓜楳b限られていた｡

結局,捕洗物に伴う多くの魚i*の飼料としては動物プラン

クトン.中でも甲凹 プランクトン.が粒も東要であり,Ilt

凍t.=よっては某足類 ･ヤムシBl.タイワン7イノコ推知も大

きな投脚を雅たしている｡拙伴する魚類の多くにとって.漂

洗物は黙BEの噂としての寒義は′トさいと考えられる｡

3)オ花物に上る血頚の拍遺 今回採集された魚iiの全て

は.両生1=は南日本にまで分布しており,ま1=西蕃太平洋に

乱立して散在する大小の海洋為やパンクにも拝見している｡

遊泳JJのある外洋性衣盾魚であれば.このJ:うな広い海Jiを

成魚が回避することも可能である｡しかし.そうでなくても,

幼稚魚の段階で漂務物に伴い,,搬湖に来って北東し.または

赤逆洗や反赤道荒に乗って西ま1=liATに運ばれて,もとの場

所から速く稚れたところに住み甘く横会に憩凍れる個体もあ

るはすである.このような形で儲Ei城の拡大や系群の交流が

崖こるとすれば,それも魚類が摂洗物に随伴する倉毛のひと

つと考えてよい｡
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